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(57)【要約】
　本発明は、液体薬剤を投薬するための注射デバイスで
あって、ベース（１０）と、ベース（１０）上に変位可
能に配置され液体薬剤（２５）を含む薬剤リザーバ（２
０）と、ベース（１０）に対して後退位置（３０ａ）と
伸長位置（３０ｂ）との間で変位することができるよう
に配置される注射針（３０）と、加圧流体（２４）を含
む圧力容器（４０）と、圧力容器（４０）に結合され薬
剤リザーバ（２０）が注射針（３０）と流体連通する投
薬位置（２０ｂ）へと薬剤リザーバ（２０）を変位させ
るリザーバ変位装置（５０）と、圧力容器（４０）に結
合され少なくとも注射針（３０）を伸長位置（３０ｂ）
へと変位させる針変位装置（６０）とを含む、注射デバ
イスに関する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液体薬剤を投薬するための注射デバイスであって：
　ベース（１０）と、
　該ベース（１０）上に変位可能に配置され、液体薬剤（２５）を含む、薬剤リザーバ（
２０）と、
　ベース（１０）に対して、後退位置（３０ａ）と伸長位置（３０ｂ）との間で変位する
ことができるように配置される注射針（３０）と、
　加圧流体（２４）を含む圧力容器（４０）と、
　該圧力容器（４０）に結合され、薬剤リザーバ（２０）が注射針（３０）と流体連通す
る投薬位置（２０ｂ）へと薬剤リザーバ（２０）を変位させる、リザーバ変位装置（５０
）と、
　圧力容器（４０）に結合され、少なくとも注射針（３０）を伸長位置（３０ｂ）へと変
位させる、針変位装置（６０）と
を含む、前記注射デバイス。
【請求項２】
　リザーバ変位装置（５０）および針変位装置（６０）は、圧力容器（４０）に別々に連
結される、請求項１に記載の注射デバイス。
【請求項３】
　圧力容器（４０）は、針変位装置（６０）の駆動部材（６１）に機械的に連結された軸
方向に変位可能な駆動ピストン（４１）によって封止され、該駆動ピストン（４１）は、
加圧流体（２４）の作用を受けて、初期位置（４１ａ）から第１の伸長位置（４１ｂ）、
さらに第２の伸長位置（４１ｃ）へと軸方向に変位することができる、請求項１または２
に記載の注射デバイス。
【請求項４】
　駆動部材（６１）は、少なくともセクションで軸方向（２）に対して所定角度に延び注
射針（３０）に連結される針タペット（３１）に係合される少なくとも１つの摺動ブロッ
クガイド部分（６２）を含む、請求項３に記載の注射デバイス。
【請求項５】
　注射針（３０）は、駆動ピストン（４１）の初期位置（４１ａ）から第１の伸長位置（
４１ｂ）までの軸方向変位によって、後退位置（３０ａ）から伸長位置（３０ｂ）へと変
位することができる、請求項３または４に記載の注射デバイス。
【請求項６】
　注射針（３０）は、駆動ピストン（４１）の第１の伸長位置（４１ｂ）から第２の伸長
位置（４１ｃ）までの軸方向変位によって、伸長位置（３０ｂ）から後退位置（３０ａ）
へと変位することができる、請求項３～５のいずれか１項に記載の注射デバイス。
【請求項７】
　圧力容器（４０）は、リザーバ変位装置（５０）と流体連通する第１の出口（４２）を
含み、該第１の出口（４２）は、初期位置（４１ａ）における駆動ピストン（４１）によ
って封止され、第１の出口（４２）は、駆動ピストン（４１）が第１の伸長位置（４１ｂ
）にあるとき、加圧ガスと少なくとも部分的に流体連通する、請求項３～６のいずれか１
項に記載の注射デバイス。
【請求項８】
　圧力容器（４０）と薬剤リザーバ（２０）との間の流路内に配置され、薬剤投薬の速度
を制御する、少なくとも１つのスロットル（４６）をさらに含む、請求項１～７のいずれ
か１項に記載の注射デバイス。
【請求項９】
　リザーバ変位装置（５０）は、
　ベース（１０）に対する薬剤リザーバ（２０）の変位を制限するストップ部材（５１）
と、
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　圧力容器（４０）に液圧式または空気圧式に結合可能であり、薬剤リザーバ（２０）の
近位部分（２１）を摺動可能に受ける駆動チャンバ（５４）を含む、駆動ユニット（５３
）と
を含む、請求項３～８のいずれか１項に記載の注射デバイス。
【請求項１０】
　ストップ部材（５１）は、薬剤リザーバ（２０）の遠位出口（２２）に貫入する尖った
穿孔部材（５５）を含み、該穿孔部材（５５）は、注射針（３０）と流体連通する、請求
項９に記載の注射デバイス。
【請求項１１】
　薬剤リザーバ（２０）は、リザーバ変位装置（５０）の駆動ユニット（５３）の駆動チ
ャンバ（５４）に流入する加圧流体（２４）によって薬剤投薬方向（３）に変位すること
ができるリザーバピストン（２３）によって近位に封止される剛性本体（２１）を含む、
請求項９または１０に記載の注射デバイス。
【請求項１２】
　針変位装置（６０）の中を通って延びる軸部分（７２）がついた、圧力容器（４０）の
駆動ピストン（４１）の遠位方向変位を阻止するロッキング部材（７０）をさらに含む、
請求項３～１１のいずれか１項に記載の注射デバイス。
【請求項１３】
　針ストッパ（６３）に機械的に係合され、該針ストッパ（６３）を駆動ピストン（４１
）が第２の伸長位置（４１ｃ）へと変位可能になる解放位置（６３ｂ）へと変位させる、
後退装置（９０）をさらに含む、請求項３～１２のいずれか１項に記載の注射デバイス。
【請求項１４】
　後退装置（９０）は、針ストッパ（６３）に動作可能に係合可能な変位可能解放ピスト
ン（９２）によって封止されるバレル（９１）を含み、該バレル（９１）は、リザーバ変
位装置（５０）の放出出口（５６）と流体連通する入口（９４）を含む、請求項１３に記
載の注射デバイス。
【請求項１５】
　圧力容器（４０）は、信号発生器（４５）と流体連通する第２の出口（４３）を含み、
該第２の出口（４３）は、駆動ピストン（４１）が第２の伸長位置（４１ｃ）にあるとき
、加圧流体（２４）と少なくとも部分的に流体連通する、請求項３～１４のいずれか１項
に記載の注射デバイス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、注射デバイスの分野に関し、詳細には、注射によって液体薬剤を送達するた
めの自動注射デバイスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　自動注射器のような自動薬剤送達デバイスは、所定用量の液体薬剤を生物組織に注射す
る比較的簡単かつ好都合なアプローチを提供する。そうした薬物送達デバイスは、液体薬
剤が送達される生物組織を刺すために、注射針の伸長後退機構を提供することができる。
注射針が注射位置へと伸長（ｅｘｔｅｎｄ）された後、注射針を介した薬物送達が自動的
に開始される。送達プロセスの終了後、針は、典型的には、ハウジング内に後退する。そ
うした薬物送達デバイスは、在宅投薬または自己投薬を対象としているので、それらの一
般的な取り扱いは理解し易く明白でなければならない。
【０００３】
　さらに、そうしたデバイスは、ステッチ損傷（ｓｔｉｔｃｈ　ｄａｍａｇｅ）または同
様のけがを回避するために、高い患者安全性を提供しなければならない。さらに、既存の
薬物送達デバイスの設計の場合、治療、投薬スケジュール、ならびに、時としてたとえば
１．２５ｍｌを上回る比較的大きな注射体積となる注射予定の液体薬剤の用量のサイズ次
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第では、液体薬剤の高い粘性がいくつかの難点および問題を引き起こすことがある。たと
えば、薬物送達の合計時間が所定範囲を超えることがある。さらに、液体薬剤の粘性およ
び総体積が患者を不快にさせることもある。
【０００４】
　そうした薬物送達デバイスは、携帯タイプまたは可搬タイプのものであるため、典型的
には、注射針を変位させ投薬処置を行うためのある種のエネルギー貯蔵（ｓｔｏｒａｇｅ
）を装備する。特許文献１には、ハウジング内に可動的に配置された薬剤注射器、および
、その薬剤注射器を、針の一部がハウジングの遠位端部分の外に配置される注射位置へと
動かす力を生成するように構成されるエネルギー貯蔵部材を特徴とする装置が記載されて
いる。エネルギー貯蔵部材は、圧縮ガスシリンダであり、薬剤容器を第１の位置と第２の
位置との間で動かすように薬剤容器に作用する力を生成するように動作することができる
。加圧ガスによって生成される力に応答して、可動部材および薬剤注射器は、ハウジング
の遠位端部分の方へと動かされ、それによって針がハウジングから露出する。その後、可
動部材が薬剤容器内を移動し続けると、薬剤容器から針を通って薬剤が排出される。
【０００５】
　薬剤送達の起動のため、圧縮ガスシリンダは、たとえば適当なばね要素によって、ハウ
ジング内を第１の位置から第２の位置へと変位されなければならない。その点で、圧縮ガ
スシリンダが第２の位置に達するとき、圧縮ガスシリンダの明確な変位だけでなく、ガス
シリンダの気密結合（ｃｏｕｐｌｉｎｇ）が提供されなければならない。したがって、加
圧ガスシリンダが内部で変位するハウジングは、比較的頑丈である必要があり、また比較
的精密な幾何形状を必要とする。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】米国特許出願第２０１２／００７１８２９Ａ１号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　したがって、本発明の一実施形態の目的は、注射および薬物送達の様々な工程について
の自動的なシーケンスを特徴とする、液体薬剤を投薬するための改善された注射デバイス
を提供することである。デバイスは、特に高い粘性を特徴とする液体薬剤の投薬および注
射に適した、特に大きな投薬力を提供しなければならない。さらに、注射デバイスは、比
較的大きな体積の液体薬剤を投薬することができなければならない。デバイスは、使用者
にとって使い易く、また、注射処置が終了したことを示す触覚的かつ／または可聴的なフ
ィードバックを提供しなければならない。さらに、注射デバイスは、薬物の送達前および
送達後に、注射針の自動的な伸長および後退を提供しなければならない。さらに、注射デ
バイスは、比較的軽量でなければならない。注射デバイスは、組み立てやすく、コスト効
率の高いやり方で、特に工業的な量産プロセスによって生産可能できなければならない。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　第１の態様において、液体薬剤を投薬するための注射デバイスが提供される。注射デバ
イスは、典型的には注射デバイスの様々な構成要素を取り付けるまたは組み付けるための
プラットホームとして働くベースを含む。ベースは、ハウジングの一部を形成する、また
は注射デバイスの別個のハウジング内にもしくはそれによって封じ込めることができる。
【０００９】
　注射デバイスは、ベース上に変位可能に配置され液体薬剤を含む薬剤リザーバをさらに
含む。典型的には、薬剤リザーバは、ベースに対して少なくとも初期位置と投薬位置との
間で変位することができる。薬剤送達のため、ベース上および／またはベースに対して薬
物リザーバが変位されることによって、初めは封止され滅菌されている薬剤リザーバが、
薬剤送達が行われる直前に展開される。このように、注射デバイスの保存期間を延ばすこ
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とができる。さらに、注射デバイスは、後退位置と伸長位置との間でベースに対して変位
可能に配置される注射針を含む。注射針は、ベース上に直接的または間接的に取り付けら
れる。注射針は、その後退位置において、ベース上またはベースの内側に向いた部分に配
置される。
【００１０】
　換言すると、注射針は、その後退位置では；少なくともその穿刺（ｐｕｎｃｔｕｒｅｄ
）注射端は、ハウジング内に配置される。伸長位置に変位されると、注射針の少なくとも
尖った（ｔｉｐｐｅｄ）投薬端は、ベースから、または注射デバイスのハウジングから突
出する。典型的には、注射デバイスのベースまたはそれぞれのハウジングは、患者の皮膚
に取り付けられる。注射針が後退位置から伸長位置へと変位されることによって、薬剤送
達または薬剤注射のために、注射針の投薬端が患者の皮膚を刺し、そこに貫入する。
【００１１】
　注射デバイスは、加圧流体を含む圧力容器をさらに含む。圧力容器は、加圧ガスまたは
気液混合物を含むことができる。圧力容器は、典型的には、少なくとも注射針の変位、薬
剤リザーバの変位および薬剤送達プロセスの実行のための機械的エネルギーを提供するエ
ネルギー源として働く。
【００１２】
　さらに、注射デバイスは、圧力容器に結合され薬剤リザーバを投薬位置へと変位させる
、リザーバ変位装置（ａｒｒａｎｇｅｍｅｎｔ）を含む。薬剤リザーバは、投薬位置では
、注射針と流体連通する。典型的には、薬剤リザーバと注射針との流体連通は、薬剤リザ
ーバが投薬位置へと変位されるだけで確立される。このように、標準的なカートリッジま
たはカルプルのような初めは封止されている薬剤リザーバを使用することができ、このこ
とは、カートリッジの組み付けおよび充填の観点から有利である。他の実施形態では、薬
剤リザーバは、可撓性であってよく、たとえば、可撓性バッグを含むこともできる。
【００１３】
　注射デバイスは、圧力容器に結合され少なくとも注射針を伸長位置へと変位させる針変
位装置をさらに含む。針変位装置によって、注射針は、圧力容器によってもたらされる加
圧流体の作用を受けるだけで伸長位置へと変位することができる。同様に、やはりまたは
薬剤リザーバも、圧力容器から生じる加圧流体の作用を受けるだけで変位することができ
る。針変位装置およびリザーバ変位装置がともに圧力容器に連結されるので、加圧流体は
、針変位装置およびリザーバ変位装置に直接作用することができる。
【００１４】
　リザーバ変位装置が圧力容器に直接結合され、針変位装置も圧力容器に直接結合される
ことによって、針の変位は明確かつ正確に実行されるようになる。圧力容器がリザーバ変
位装置にも針変位装置にも直接結合されることは、リザーバの変位および針の変位の順序
が、特定の治療の所与の要件に従って簡単に適用可能であり変更可能である、という利点
を提供する。
【００１５】
　さらに、圧力容器は、ベースに対しておよび／またはベース上に固定することができる
。このように、注射デバイスの可動構成要素の数を減らすことができ、それによって、注
射デバイスの操作の安全性および操作性が向上する。さらに、固定された圧力容器を用い
ることによって、注射デバイスのベースまたはハウジングの機械的な安定性および剛性に
関する構造的な要求を減少させることができる。それによって、プラスチック材料のよう
なコスト効率が高く軽量の材料および構成要素を使用することができるようになる。これ
に関して、注射デバイスは、多数のプラスチック構成要素を含むことができる。注射デバ
イスは、プラスチック構成要素、具体的には射出成形されたプラスチック構成要素から構
成することができる。
【００１６】
　他の実施形態によれば、リザーバ変位装置および針変位装置は、圧力容器に別々に連結
される。リザーバ変位装置および針変位装置が圧力容器に別々に結合または連結されるこ
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とで、圧力容器とリザーバ変位装置との間および圧力容器と針変位装置との間に比較的直
接的な力経路がもたらされる。別々に連結されることによって、リザーバ変位装置は、針
変位装置とは比較的無関係にトリガされ作動されるようになり、逆の場合も同様となる。
【００１７】
　別々に連結されることによって、さらに、針変位装置によって行われる針の変位プロセ
スとリザーバ変位装置によって行われるリザーバの変位プロセスが、やがて少なくとも部
分的にオーバーラップすることも考えられる。換言すると、針の変位の進行中にリザーバ
変位装置が始動する、またはその逆も起こり得る。さらに、リザーバの変位と針の変位が
、実質的に同時またはほぼ同時に行われることも考えられる。どのような場合でも、リザ
ーバ変位装置および針変位装置が圧力容器に別々に連結または結合されることによって、
多数の異なる動作順序または異なる注射工程が実行可能になる。
【００１８】
　圧力容器にリザーバ変位装置および針変位装置が別々に連結されることによって、さら
に、注射デバイスの機能および投薬工程の順次的な起動およびトリガリングを支援し、定
める（ｄｅｆｉｎｅ）ことができるようになる。
【００１９】
　他の実施形態によれば、圧力容器は、針変位装置の駆動部材に機械的に連結された軸方
向に変位可能な駆動ピストンによって封止される。このように、針変位装置は、圧力容器
の駆動ピストンに直接的に機械的に係合される。したがって、加圧流体の膨張が、駆動ピ
ストンの軸方向変位、したがって針変位装置の起動へとすぐに移され、それによって、典
型的には、注射針が初期の後退位置から伸長位置へと変位される。
【００２０】
　針変位装置を圧力容器の駆動ピストンに機械的に結合し、一方、リザーバ変位装置を圧
力容器に空気圧式または液圧式に結合してもよい。液圧式または空気圧式に結合すること
で、圧力容器に対するリザーバ変位装置の幾何学的な配置をほぼ自由に設計することが可
能になる。さらに、リザーバ変位装置と圧力容器が液圧式または空気圧式に結合されるこ
とによって、互いに対してある距離を空けて圧力容器とリザーバ変位装置を配置すること
が可能になる。したがって、ハウジングおよび建設空間の体積を最適化するまたは最小限
に抑えることができる。
【００２１】
　一代替実施形態では、さらに、圧力容器の駆動ピストンが、薬剤リザーバを少なくとも
初期位置から投薬位置へと変位させるリザーバ変位装置に機械的に連結されることも考え
られる。
【００２２】
　圧力容器の駆動ピストンが針変位装置に機械的に係合されるかリザーバ変位装置に機械
的に係合されるかに関わらず、駆動ピストンは、加圧流体の作用を受けて初期位置から少
なくとも第１の伸長位置へ、さらには第２の伸長位置へと軸方向に変位することができる
。初期位置から始動するとき、また注射デバイスが起動されるとき、駆動ピストンは、初
期位置から第１の伸長位置へと軸方向に変位される。第１の伸長位置では、駆動ピストン
は、たとえば針ストッパであるストップ要素によって阻止または止められる。
【００２３】
　ストップ要素は、第１の伸長位置を過ぎる駆動ピストンのさらなる軸方向変位を阻止す
ることができる。駆動ピストンが針変位装置の駆動部材に連結される場合、やはりまた針
の変位手順は、駆動部材または駆動ピストンに係合するストップ要素によって阻止または
止められる。そうしたストップ要素によって、駆動ピストンおよび駆動部材は、たとえば
薬物送達の全過程の間、第１の伸長位置にあり続けることができる。薬物送達が終了する
と、ストップ要素は、駆動ピストンおよび／または駆動部材を解放するために後退または
変位され、それによって、駆動ピストンは、加圧流体の作用を受けて第１の伸長位置から
第２の伸長位置へと軸方向にさらに変位することができるようになる。
【００２４】
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　この文脈において、駆動部材と駆動ピストンとの間の機械的連結とは、駆動ピストンと
駆動部材との間における、一方向または双方向に推力を伝える少なくとも１つの結合を意
味する。このように、駆動ピストンの軸方向変位は、針変位装置の駆動部材のそれぞれの
軸方向変位へと普遍的に移すことができる。駆動ピストンと駆動部材との間の機械的な連
結は、針変位装置の駆動部材の駆動力および変位の大きさを変えるヒンジまたはレバー装
置を含むこともできる。ヒンジおよび／またはレバー装置によって、駆動部材の変位の方
向が、駆動ピストンの軸方向変位と比べて自由に変更されるようになる。
【００２５】
　駆動ピストンおよび駆動部材は、並行して変位可能であってよい。駆動ピストンおよび
駆動部材は、互いに相互連結された２つの別個の構成要素として提供することができる。
あるいは、駆動ピストンおよび駆動部材を、一体に形成してもよい。したがって、圧力容
器を封止する駆動ピストンは、針変位装置の駆動部材の封止部分を形成することができる
。このように、圧力容器と針変位装置との間に比較的直接的かつ機械的な相互結合が提供
される。
【００２６】
　他の実施形態によれば、駆動部材は、少なくともセクションで駆動部材の変位方向であ
る軸方向に対して所定角度に延びる少なくとも１つの摺動ブロックガイド部分を含む。摺
動ブロックガイド部分は、さらに、注射針に係合されるおよび／または連結される針タペ
ットに係合される。針タペットは、注射針の延長部に対して所定角度に延びることができ
る。針タペットは、たとえば、注射針の延長部に対して実質的に垂直に延びることができ
る。典型的には、摺動ブロックガイド部分は、少なくともセクションで駆動部材の変位方
向に対して所定角度に延びる。
【００２７】
　摺動ブロックガイド部分の一セクションは、駆動ピストンと一体に形成される場合、軸
方向に対して所定角度に延びる。そうでない場合、駆動部材が軸方向とは異なる方向に沿
って駆動ピストンによって変位される場合では、駆動部材の摺動ブロックガイド部分は、
駆動部材の変位方向に対して所定角度に延びる。典型的には、駆動部材は、初期位置と、
第１の伸長位置と、第２の伸長位置との間で、ベース上においておよび／またはベースに
対して摺動自在に支持される。さらに、駆動部材は、ベース上に、直線的かつ並進運動可
能に変位可能なように取り付けられる。駆動部材は、駆動部材の外周と嵌合する中空断面
を有する案内構造によって拘束され案内される。
【００２８】
　典型的には、案内構造および駆動部材は、駆動部材が案内構造に回転可能にロックされ
るように、たとえば鍵または十字様形状である非円形の断面を含む。このように、駆動部
材は、たとえば軸方向である所定の変位方向に沿って、案内構造に対しておよび／または
ベースに対して排他的に並進運動可能に変位可能であってよい。
【００２９】
　駆動部材が案内構造によってたとえば径方向または接線方向に拘束されるので、駆動部
材は、軸方向にしか変位することができない。摺動ブロックガイド部分は、少なくともセ
クションで軸方向に対してまたは駆動部材の変位方向に対して所定角度に延びるので、た
とえば同じまたは別の案内構造によって軸方向に拘束される針タペットは、摺動ブロック
ガイド部分の傾斜に従って変位させられることになる。たとえば摺動ブロックガイド部分
が軸方向または水平方向に対して垂直方向に４５°の角度に延びる場合、針タペットは、
たとえば初期位置から第１の伸長位置へと駆動部材が変位されるとき、垂直方向に変位さ
せられることになる。
【００３０】
　針タペットは、注射針に機械的に係合されるまたは機械的に連結されるので、圧力誘起
による駆動部材のその初期位置からその第１の伸長位置までの変位は、注射針のハウジン
グから外に出るおよび／またはベースの外輪郭もしくは外面を越える伸長および変位をト
リガすることになる。ベースは、たとえば、注射針がその中に延びることができる貫通口
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を含むことができる。注射針は、前記貫通口に入ってまたはその中を通って案内される。
注射針は、さらに、後退位置と伸長位置との間で、前記貫通口に沿って変位することがで
きる。
【００３１】
　針タペットと駆動部材の摺動ブロックガイド部分の相互係合によって、針の変位方向が
、駆動部材の変位方向および／または圧力容器の駆動ピストンの軸方向変位の変位方向と
比べて、向け直されるまたは偏向される。
【００３２】
　駆動部材内または駆動部材上に長手方向のまたは傾斜した溝として設けられる摺動ブロ
ックガイド部分の幾何形状により、注射針の変位は、駆動部材の変位によってそれと一緒
に簡単に制御され同期されるようになる。摺動ブロックガイド部分の幾何形状および傾斜
次第では、たとえば第１の伸長位置を越える、駆動部材のさらなる変位が、実質的に、針
タペットの位置および／または注射針の位置に影響しないことが考えられる。さらに、一
般的に、摺動ブロックガイド部分が異なるセクションでその方向または向きが反転される
ことによって、駆動部材が加圧流体の作用を受けてそれ以上動かないように針タペットの
反対方向の変位がトリガされ、実施される。
【００３３】
　したがって、他の実施形態によれば、注射針は、駆動ピストンの初期位置から第１の伸
長位置までの軸方向変位によって、後退位置から伸長位置へと変位することができる。典
型的には、駆動ピストンの初期位置から第１の伸長位置までの軸方向変位は、駆動部材の
初期位置から第１の伸長位置までのそれに対応する変位に移される。針タペットと摺動ブ
ロックガイド部分の相互係合によって、注射針は、後退位置から伸長位置へと変位される
。
【００３４】
　さらなる一実施形態によれば、注射針は、駆動ピストンの第１の伸長位置から第２の伸
長位置までの軸方向変位によって、伸長位置から後退位置へと変位することができる。こ
の変位挙動は、具体的には、駆動部材内または駆動部材上に、駆動部材の変位方向に対し
て所定角度に延びる第１のセクションと、典型的には駆動部材の変位方向に対して反転さ
れた、または反対の角度である異なる角度に延びる第２のセクションとを有する、摺動ブ
ロックガイド部分を設けることによって実行可能である。
【００３５】
　このように、駆動ピストンの初期位置から第１の伸長位置への変位の間の針タペットの
変位は、駆動ピストンがさらに第１の伸長位置から第２の伸長位置へと変位されるときに
、実質的に反転される。このように、駆動ピストンの初期位置から第２の伸長位置までの
一方向の連続的な軸方向変位は、薬剤送達処置の終了前および終了後における注射針の伸
長および後退のための注射針の前後運動に移すことができる。
【００３６】
　他の実施形態によれば、圧力容器は、リザーバ変位装置と流体連通する第１の出口を含
む。第１の出口は、駆動ピストンがその初期位置にあるときは、駆動ピストンによって封
止されている。第１の出口は、駆動ピストンが第１の伸長位置にあるとき、圧力容器の加
圧ガスと少なくとも部分的に流体連通する。したがって、駆動ピストンが初期位置から第
１の伸長位置へと変位することによって、第１の出口と加圧ガスとの間の流体連通が確立
される。典型的には、加圧ガスは、膨張する傾向にあり、駆動ピストンをその初期位置か
ら第１の伸長位置へと軸方向に変位させようとする。それによって、駆動ピストンによっ
て第１の出口の少なくとも一部が現れ、それによって加圧ガスが第１の出口を通ってリザ
ーバ変位装置の方へと流れるようになる。圧力容器の第１の出口は、典型的には、たとえ
ばチューブまたはチャネルによってもたらされる流体移送連結部を介してリザーバ変位装
置に連結される。
【００３７】
　第１の出口は、圧力容器の側壁部分に設けることができる。圧力容器は、圧力容器の内
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径全体にわたって延びるディスク形の駆動ピストンによって封止される管状ハウジングま
たは管状の形状のバレルを含むことができる。駆動ピストンは、典型的には、その外周に
沿って、たとえば圧力容器の内側に向いた側壁部分に密に係合する封止面である、封止部
分を含む。初期構成において、駆動ピストンは、圧力容器の第１の出口と一致するまたは
それに実質的に重なることができる。あるいは、第１の出口を、最初に位置する駆動ピス
トンの、加圧流体から離れた方に向く面に配置することも考えられる。加圧流体が膨張す
るとき、ようやく駆動ピストンは第１の出口の少なくとも一部が現れるまで遠位方向に変
位され、それによって第１の出口に加圧流体が受けられてリザーバ変位装置の方へと移送
される。
【００３８】
　他の実施形態では、注射デバイスは、圧力容器と薬剤リザーバとの間の流路内に配置さ
れる、薬剤の投薬速度を制御する少なくとも１つのスロットルを含む。スロットルは、圧
力容器の第１の出口とリザーバ変位装置との間に延びるチャネル内に配置することができ
る。スロットルのタイプによってリザーバ変位装置への加圧流体の流入が決まり、それに
よってリザーバピストンを変位させる働きをする駆動圧力の上昇速度が決まる。
【００３９】
　圧力容器内の圧力レベルさらには薬剤リザーバの内在する機械抵抗と組み合わせたスロ
ットルの特定の設計によって、リザーバピストンの軸方向変位の速度、したがって、薬剤
の投薬中に薬剤が薬剤容器から排出される速度が決まる。薬剤リザーバの機械抵抗は、リ
ザーバピストンと薬剤リザーバの側壁との間の摩擦力から生じることがある。
【００４０】
　さらなる一実施形態によれば、注射デバイスのリザーバ変位装置は、ベースに対する薬
剤リザーバの変位を制限するストップ部材を含む。リザーバ変位装置は、圧力容器に液圧
式または空気圧式に連結可能であり薬剤リザーバの近位部分を摺動可能に受ける駆動チャ
ンバを含む、駆動ユニットをさらに含む。駆動チャンバは、薬剤リザーバの近位部分の外
寸に合う内寸および内輪郭を含む。したがって、薬剤リザーバの近位部分は、駆動チャン
バ内を摺動可能に変位することができる。駆動チャンバは、さらに、圧力容器の第１の出
口と流体連通する。
【００４１】
　さらに、薬剤リザーバは、駆動チャンバを遠位方向に効果的に封止し、それによって加
圧流体が駆動チャンバに流入すると、前記チャンバ内の圧力が上昇する。薬剤リザーバは
、駆動チャンバ内で摺動可能に変位するので、その遠位方向運動がストップ部材によって
止まるまで、駆動チャンバ内の流体圧力の上昇により駆動チャンバに対してしたがって駆
動ユニットに対して遠位方向に変位させられる。
【００４２】
　典型的には、薬剤リザーバの遠位端部分は、ストップ部材に当接し、それによって加圧
流体誘起による薬剤リザーバの遠位方向の変位が制限される。駆動チャンバは、やはりま
た、実質的に円筒形の幾何形状を特徴とし、対応する形状の薬剤リザーバを受けるように
遠位方向に開いている。したがって、薬剤リザーバは、典型的には、やはりまた円筒形ま
たは管状の幾何形状である。薬剤リザーバは、保密的に駆動チャンバ内を変位することが
できる。このため、駆動チャンバの内側に向いた側壁は、流入する加圧流体の漏れを防ぐ
シールを含む。駆動チャンバは、典型的には、圧力容器の第１の出口と流体連通する少な
くとも１つの入口を特徴とする底部部分を含む。
【００４３】
　前記入口と圧力容器の第１の出口は、典型的には、チューブまたはそれぞれのチャネル
のようなある種の流体移送構造によって連結される。このように、注射針および薬剤リザ
ーバの順次的または少なくとも部分的にオーバーラップする変位が実行される。最初の工
程で駆動ピストンがその第１の伸長位置へと変位する間に、注射針は伸長位置へと変位す
ることができる。駆動ピストンが第１の伸長位置に達すると、それによって圧力容器の第
１の出口の少なくとも一部が現れ、それによって圧力容器内の加圧流体と駆動ユニットの
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駆動チャンバとの間の流体連通が確立される。その結果、薬剤リザーバは、液体薬剤の投
薬を展開しイニシャライズするために、ストップ部材の方へと遠位方向に押される。
【００４４】
　薬剤リザーバの変位のトリガリングは、圧力容器の第１の出口の特定の設計および位置
によって簡単に変更することができる。駆動ピストンの寸法に関する出口の軸方向位置に
よって、薬剤リザーバの変位が開始される特定のデバイス構成が決まる。
【００４５】
　他の実施形態によれば、リザーバ変位装置のストップ部材は、薬剤リザーバの遠位出口
に貫入する尖った穿孔部材を含む。尖った穿孔部材は、典型的には、近位方向、すなわち
ストップ部材に近づく薬剤リザーバの方に向かって延びる。穿孔部材は、さらに、注射針
と流体連通する。典型的には、注射針と穿孔部材は、可撓性チューブを介して流体連通さ
れ、したがって、注射針は、ストップ部材に対しておよび／またはストップ部材にしっか
りと取り付けられた穿孔部材に対して変位することが可能になる。
【００４６】
　穿孔部材と注射針との間に可撓性の流体移送連結部を用いることで、穿孔部材をベース
に固定することが可能になる。このように、注射デバイスの可動構成要素の数をさらに減
少させることができる。薬剤リザーバの遠位出口は、典型的には、天然ゴムまたは合成ゴ
ムで作られるセプタムのような穿孔可能な封止ディスクを備える。薬剤リザーバが投薬位
置に達すると、典型的には、ストップ部材の尖った穿孔部材が薬剤リザーバの遠位出口に
貫入するように、薬剤リザーバの遠位出口がストップ部材に当接する。
【００４７】
　薬剤リザーバが投薬位置に達しても、したがってストップ部材に係合しても、薬剤リザ
ーバの近位端は、駆動ユニットの駆動チャンバに依然として係合している。薬剤リザーバ
の遠位出口が穿孔されることによって、駆動チャンバ内にまだ存在している流体圧力が、
薬剤リザーバの近位ピストンを遠位方向に変位させる働きをし、それによって液体薬剤が
穿孔部材を介して排出される。典型的には、薬剤リザーバは、内部に摺動可能に配置され
るピストンによって近位方向に封止される剛性の管状または円筒形のバレルを特徴とする
カートリッジを含む。ピストンに遠位方向の圧力がかけられることによって、または駆動
チャンバ内に所定圧力が確立されることによって、近位に配置されるピストンは遠位方向
に付勢され、それによってカートリッジから液体薬剤が排出される。
【００４８】
　したがって、以下のさらなる一実施形態によれば、薬剤リザーバは、リザーバピストン
によって近位に封止される剛性本体を含む。加圧流体がリザーバ変位装置の駆動ユニット
の駆動チャンバに流入することで、リザーバピストンは、薬剤投薬方向、典型的には遠位
方向に変位することができる。このように、リザーバ変位装置は、薬剤リザーバ全体を変
位させるだけでなく薬剤リザーバからの薬剤の投薬にも適用される。加圧流体が駆動チャ
ンバに流入することによって、薬剤リザーバの遠位出口がストップ部材に衝突するまで、
最初に薬剤リザーバが遠位方向に変位させられる。
【００４９】
　駆動チャンバの内側側壁と薬剤リザーバの外側側壁との間に作用する摩擦力は、実質的
に、薬剤リザーバのリザーバピストンと剛性本体との間に作用する摩擦力よりも低い。こ
のように、ベースに対する薬剤リザーバ全体の順次的な変位、および変位される薬剤リザ
ーバに対するピストンの順次的な変位がもたらされる。さらに、薬剤リザーバ内に配置さ
れる薬剤が実質的に非圧縮性であるため、穿孔部材が薬剤リザーバの遠位出口に未貫入の
間、リザーバピストンは投薬方向にほとんど変位することができない。
【００５０】
　あるいは、薬剤リザーバは、リザーバ変位装置の駆動ユニットの駆動チャンバに流入す
る加圧流体によって薬剤投薬方向に変位することができる可撓性膜によって近位に封止さ
れる可撓性バッグを含む。駆動チャンバとその内部に圧力が加えられることによって、リ
ザーバの可撓性膜がリザーバ内部へと延び、それによって、リザーバからの流体の排出の
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ために、流体圧力がリザーバ内の流体容器に加えられる。
【００５１】
　他の実施形態によれば、注射デバイスは、その軸部分が針変位装置の中を通ってまたは
その内部へと延びる、初期位置における圧力容器の駆動ピストンの変位を阻止するロッキ
ング部材をさらに含む。典型的には、ロッキング部材の軸部分は、圧力容器の駆動ピスト
ンの加圧流体誘起による遠位方向の変位を阻止するように適用される。このため、軸部分
は、針変位装置の駆動部材に直接係合される。駆動部材が駆動ピストンに機械的に連結さ
れるので、駆動部材のその初期位置における阻止またはロックによって、やはりまた駆動
ピストンもその初期位置で阻止またはロックされる。
【００５２】
　針変位装置からロッキング部材とその軸部分を取り除くとき、ようやく駆動ピストンの
遠位方向の変位がそれ以上阻止または妨げられなくなり、したがって、針変位装置からの
軸部分の除去によって、実際に、加圧流体の膨張の作用による駆動ピストンの遠位方向の
変位が自由になる。ロッキング部材は、典型的には、患者の手の少なくとも１本の指によ
って把持されるリング部分を含む。このように、ロッキング部材は、簡単に把持すること
ができ、比較的直観的に針変位装置から除去することができる。
【００５３】
　ロッキング部材が圧力容器の駆動ピストンの遠位方向の変位を阻止することで、一連の
様々な投薬工程が、単なるロッキング部材の除去によってトリガされイニシャライズされ
るようになる。このように、注射デバイスの注射機構の起動には、ロッキング部材の除去
しか必要ない。ロッキング部材の軸部分が針変位装置を自由にするようにロッキング部材
を除去または変位させるとすぐに、駆動ピストンが、加圧流体の作用を受けて遠位方向に
直ちに押され、それによって注射針がその伸長位置の方へと変位される。
【００５４】
　さらに、さらなる一実施形態によれば、注射デバイスは、ベースに着脱可能に取り付け
られロッキング部材に解放可能かつ／または壊れやすく連結されるセーフガード部材を含
む。セーフガード部材は、ロッキング部材の時期尚早な、または故意でない除去を防ぐ働
きをする。注射デバイスの初期構成において、ロッキング部材とセーフガード部材は連結
されている。ロッキング部材とセーフガード部材の連結部は、針変位装置からロッキング
部材を取り除くように所定の閾値を上回る力がロッキング部材に作用するとすぐに分解す
るまたは壊れる、予め決められた破断構造または構造的に弱い部分を含むことができる。
それに加えて、または別の方法で、セーフガード部材とロッキング部材は、ポジティブ（
ｐｏｓｉｔｉｖｅｌｙ）かつ／または摩擦的に係合させることができる。
【００５５】
　セーフガード部材は、ベース内へと延びることができるが、セーフガード部材の把持お
よび除去のために、注射デバイスのベースから延びる把持タブのような部分を含む場合も
ある。把持タブを握って除去するとき、セーフガード部材とロッキング部材との間の連結
は終了する。一実施形態では、セーフガード部材が、たとえば、薬剤注射のために患者の
皮膚に直接接触することを目的とするベースの下側面である注射デバイスの適用領域を覆
う保護箔で覆われるまたはそれに組み込まれることも考えられる。
【００５６】
　保護箔を除去した後にだけセーフガード部材にアクセスすることができる、またはセー
フガード部材がたとえば前記箔に組み込まれる場合、セーフガード部材を保護箔と一緒に
除去することが考えられる。セーフガード部材がベースの外輪郭から少なくとも部分的に
突出すること、および、セーフガード部材が保護箔によって覆われることも考えられる。
たとえば把持タブである、セーフガード部材の突出部分を把持し引き上げることによって
、保護箔も、ベースの下側面から離れるように比較的好都合に一目瞭然に引き上げられ除
去される。
【００５７】
　他の実施形態によれば、注射デバイスは、針ストッパに機械的に係合され、針ストッパ
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を、駆動ピストンが第２の伸長位置へと変位可能となる解放位置へと変位させる、後退装
置をさらに含む。後退装置は、典型的には液体薬剤の投薬動作が終了した後に、やはりま
た加圧流体によって駆動される。後退装置によって、第１の伸長構成に達したときに駆動
ピストンの軸方向変位を制限する働きをする針ストッパが、解放位置へと変位され、そこ
で、加圧流体の作用を受けた遠位方向へのさらなる変位のため、駆動部材、したがって圧
力容器の駆動ピストンが自由にされる。
【００５８】
　針ストッパは、初期構成において、薬剤リザーバの変位およびその後の投薬動作が行わ
れるように、駆動ピストンの遠位方向の変位を止めるおよび制限する働きをする。投薬動
作が終了する、すなわちリザーバピストンが、液体薬剤のほぼ全部が薬剤リザーバから排
出された遠位終了位置に達すると、後退装置がトリガされ、それによって針ストッパが解
放位置へと変位される。後退装置のトリガリングは、様々なやり方で行うことができる。
【００５９】
　さらなる一実施形態では、後退装置は、針ストッパに動作可能に係合することができる
変位可能な解放ピストンによって封止されるバレルを含む。さらに、バレルは、リザーバ
変位装置の放出出口と流体連通する入口を含む。放出出口は、薬剤リザーバのリザーバピ
ストンに連結または機械的に結合される栓またはそれぞれのシールによって封止される。
このように、栓またはシールは、リザーバピストンが薬剤リザーバ内のその遠位終了位置
に達するとすぐに、自動的に除去され、それによって放出出口が自由になる。このように
、駆動チャンバ内にある加圧流体は、チャンバを発散させ、後退装置のバレルに流入する
ことができ、それによって解放ピストンが変位され、針ストッパが解放位置へと変位され
る。
【００６０】
　リザーバピストンと放出出口を封止する栓との間の直接的な機械係合の代わりに、駆動
ユニットの駆動チャンバ内または注射デバイスの流体流路内の他の場所に逆止め弁のよう
なある種の感圧弁を設けることも考えられる。感圧弁は、薬剤送達が行われる圧力レベル
よりも典型的には高い所定圧力未満では閉じられている。システム圧力が所与の圧力閾値
を上回るとすぐに、駆動チャンバの感圧弁が開き、駆動チャンバと後退装置との間の流体
連通が確立される。
【００６１】
　他の代替実施形態によれば、リザーバピストンは、たとえば張力または圧力を伝達する
相互連結によって、針ストッパに直接的または間接的に機械的に係合させることができる
。たとえば、リザーバピストンは、薬剤リザーバの近位シールおよび／または駆動チャン
バのシールを貫通して延びるロープの一方端に連結させることができる。ロープまたはケ
ーブルプル（ｃａｂｌｅ　ｐｕｌｌ）の反対端は、さらに、リザーバピストンが予め決め
られた終了位置またはストップ位置に着くと針ストッパを解放位置へと変位させるように
、針ストッパに動作可能に係合させることができる。ロープまたはケーブルは、薬剤リザ
ーバに対する針ストッパのほぼ自由裁量の幾何学的な配置を支援するように、プーリまた
は偏向ローラによって案内され、偏向させることができる。
【００６２】
　感圧弁の実装は、圧力容器内の加圧流体の圧力が、リザーバの剛性本体に対するリザー
バピストンの変位が行われる動作圧力よりもはるかに大きい場合、特に有効である。典型
的には、駆動チャンバと圧力容器の第１の出口との間の流路内には、少なくとも１つのス
ロットルが設けられる。このように、駆動チャンバ内の流体圧力は、圧力容器内の加圧流
体の圧力に達するまで、時間とともに絶えず上昇する。
【００６３】
　スロットルの使用は、液体薬剤の投薬の場合に特に有効である。不可避の製作公差およ
び組立公差により、弾性のリザーバピストンは、薬剤リザーバの剛性本体内を変位すると
きに、変化する摩擦力を受けることがある。たとえば、リザーバピストンの連続的な変位
が中断される場合、前記ピストンは、剛性本体に関する局所的に増加した摩擦を受けてい
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る。その結果、リザーバピストンの動きが止まることがある。
【００６４】
　結果的に、駆動チャンバへの加圧流体の連続的な流入によって、増加した摩擦作用に打
ち勝ちリザーバピストンを遠位方向にさらに変位させるのに十分な高いレベルまで圧力が
増加される。そうした変位は、やはりまた、駆動チャンバの体積の増加も伴うので、それ
によって流体圧力は通常レベルへと減少する。圧力容器によって提供される圧縮性流体を
使用することによって、薬剤リザーバの剛性本体に対するリザーバピストンの変化するい
かなる摩擦作用も、効果的に相殺することができるようになる。
【００６５】
　他の実施形態によれば、圧力容器は、信号発生器と流体連通する第２の出口を含む。第
２の出口は、駆動ピストンが第２の伸長位置にあるとき、加圧流体と少なくとも部分的に
流体連通する。第２の出口は、典型的には、圧力容器の第１の出口から軸方向に分離され
る。圧力容器の第２の出口は、典型的には逃がし開口部としての機能を果たす。第２の出
口は、典型的には、投薬処置の終わりに可聴音を生成するように、ホイッスルと流体連通
する。典型的には、針ストッパが解放位置へと変位された後、駆動部材および駆動ピスト
ンは自由になり、さらに第２の伸長位置へと動く。
【００６６】
　この変位の間、注射針は、典型的には、その初期位置へと後退し、したがって、その尖
った端部部分は、注射デバイスのベースまたはハウジングからもはや突出しなくなる。投
薬処置の終了後に注射針が後退位置に達すると、駆動ピストンは第２の伸長位置に達し、
そこにおいて、第２の出口は加圧流体と少なくとも部分的に流体連通し、したがって加圧
流体は信号発生器を介して逃げることができる。
【００６７】
　信号発生器の実施形態に加えてまたはその代わりに、第２の伸長位置に達したときに、
駆動部材が注射デバイスのハウジングまたはベースから突出することも考えられる。この
ように、薬剤送達が終了したという触覚的フィードバックを使用者に提供することができ
る。
【００６８】
　圧力容器には、典型的には、加圧ガスが充填される。圧力容器によって提供される適当
なプロペラントガスは、ブタン、ジメチルエーテルまたプロパン：から選択される。圧力
容器は、内容積が約３ｍｌであり、さらに、３００ｍｍ２未満の表面の駆動ピストンを有
する、従来のカートリッジ設計を含むことができる。ブタンの蒸気圧をおよそ２ｂａｒと
すると、およそ６０ニュートンの最大力を得ることができる。圧力５．１ｂａｒでジメチ
ルエーテルを用いると、１４５ニュートンの最大力を得ることができる。圧力８．３ｂａ
ｒでプロパンを用いると、たとえば２３５ニュートンである、２００ニュートンを上回る
最大力を得ることができる。
【００６９】
　上述のプロペラントガスの着火温度は１７０℃よりも上であるので、圧力容器を薬剤リ
ザーバと一緒に注射デバイスに予め組み付けることができる。その後、圧力容器が予め組
み付けられている注射デバイスは、たとえば滅菌の目的で、熱処理を受けることができる
。さらに、その着火点は、ポリプロピレンまたはポリエチレンのような様々な熱可塑性材
料の融解温度よりも上である。このように、圧力容器は、ガスが充填され、続いて、成形
プロセスによって封止される。さらに、上述のプロペラントは、圧力容器の発散のときで
も比較的一定の圧力および力作用を提供する。
【００７０】
　本明細書で使用する用語「薬物」または「薬剤」は、少なくとも１つの薬学的に活性な
化合物を含む医薬製剤を意味し、
　ここで、一実施形態において、薬学的に活性な化合物は、最大１５００Ｄａまでの分子
量を有し、および／または、ペプチド、タンパク質、多糖類、ワクチン、ＤＮＡ、ＲＮＡ
、酵素、抗体もしくはそのフラグメント、ホルモンもしくはオリゴヌクレオチド、または
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上述の薬学的に活性な化合物の混合物であり、
　ここで、さらなる実施形態において、薬学的に活性な化合物は、糖尿病、または糖尿病
性網膜症などの糖尿病関連の合併症、深部静脈血栓塞栓症または肺血栓塞栓症などの血栓
塞栓症、急性冠症候群（ＡＣＳ）、狭心症、心筋梗塞、がん、黄斑変性症、炎症、枯草熱
、アテローム性動脈硬化症および／または関節リウマチの処置および／または予防に有用
であり、
　ここで、さらなる実施形態において、薬学的に活性な化合物は、糖尿病または糖尿病性
網膜症などの糖尿病に関連する合併症の処置および／または予防のための少なくとも１つ
のペプチドを含み、
　ここで、さらなる実施形態において、薬学的に活性な化合物は、少なくとも１つのヒト
インスリンもしくはヒトインスリン類似体もしくは誘導体、グルカゴン様ペプチド（ＧＬ
Ｐ－１）もしくはその類似体もしくは誘導体、またはエキセンジン－３もしくはエキセン
ジン－４もしくはエキセンジン－３もしくはエキセンジン－４の類似体もしくは誘導体を
含む。
【００７１】
　インスリン類似体は、たとえば、Ｇｌｙ（Ａ２１），Ａｒｇ（Ｂ３１），Ａｒｇ（Ｂ３
２）ヒトインスリン；Ｌｙｓ（Ｂ３），Ｇｌｕ（Ｂ２９）ヒトインスリン；Ｌｙｓ（Ｂ２
８），Ｐｒｏ（Ｂ２９）ヒトインスリン；Ａｓｐ（Ｂ２８）ヒトインスリン；Ｂ２８位に
おけるプロリンがＡｓｐ、Ｌｙｓ、Ｌｅｕ、Ｖａｌ、またはＡｌａで置き換えられており
、Ｂ２９位において、ＬｙｓがＰｒｏで置き換えられていてもよいヒトインスリン；Ａｌ
ａ（Ｂ２６）ヒトインスリン；Ｄｅｓ（Ｂ２８－Ｂ３０）ヒトインスリン；Ｄｅｓ（Ｂ２
７）ヒトインスリン、およびＤｅｓ（Ｂ３０）ヒトインスリンである。
【００７２】
　インスリン誘導体は、たとえば、Ｂ２９－Ｎ－ミリストイル－ｄｅｓ（Ｂ３０）ヒトイ
ンスリン；Ｂ２９－Ｎ－パルミトイル－ｄｅｓ（Ｂ３０）ヒトインスリン；Ｂ２９－Ｎ－
ミリストイルヒトインスリン；Ｂ２９－Ｎ－パルミトイルヒトインスリン；Ｂ２８－Ｎ－
ミリストイルＬｙｓＢ２８ＰｒｏＢ２９ヒトインスリン；Ｂ２８－Ｎ－パルミトイル－Ｌ
ｙｓＢ２８ＰｒｏＢ２９ヒトインスリン；Ｂ３０－Ｎ－ミリストイル－ＴｈｒＢ２９Ｌｙ
ｓＢ３０ヒトインスリン；Ｂ３０－Ｎ－パルミトイル－ＴｈｒＢ２９ＬｙｓＢ３０ヒトイ
ンスリン；Ｂ２９－Ｎ－（Ｎ－パルミトイル－γ－グルタミル）－ｄｅｓ（Ｂ３０）ヒト
インスリン；Ｂ２９－Ｎ－（Ｎ－リトコリル－γ－グルタミル）－ｄｅｓ（Ｂ３０）ヒト
インスリン；Ｂ２９－Ｎ－（ω－カルボキシヘプタデカノイル）－ｄｅｓ（Ｂ３０）ヒト
インスリン、およびＢ２９－Ｎ－（ω－カルボキシヘプタデカノイル）ヒトインスリンで
ある。
【００７３】
　エキセンジン－４は、たとえば、Ｈ－Ｈｉｓ－Ｇｌｙ－Ｇｌｕ－Ｇｌｙ－Ｔｈｒ－Ｐｈ
ｅ－Ｔｈｒ－Ｓｅｒ－Ａｓｐ－Ｌｅｕ－Ｓｅｒ－Ｌｙｓ－Ｇｌｎ－Ｍｅｔ－Ｇｌｕ－Ｇｌ
ｕ－Ｇｌｕ－Ａｌａ－Ｖａｌ－Ａｒｇ－Ｌｅｕ－Ｐｈｅ－Ｉｌｅ－Ｇｌｕ－Ｔｒｐ－Ｌｅ
ｕ－Ｌｙｓ－Ａｓｎ－Ｇｌｙ－Ｇｌｙ－Ｐｒｏ－Ｓｅｒ－Ｓｅｒ－Ｇｌｙ－Ａｌａ－Ｐｒ
ｏ－Ｐｒｏ－Ｐｒｏ－Ｓｅｒ－ＮＨ２配列のペプチドであるエキセンジン－４（１－３９
）を意味する。
【００７４】
　エキセンジン－４誘導体は、たとえば、以下のリストの化合物：
　Ｈ－（Ｌｙｓ）４－ｄｅｓＰｒｏ３６，ｄｅｓＰｒｏ３７エキセンジン－４（１－３９
）－ＮＨ２、
　Ｈ－（Ｌｙｓ）５－ｄｅｓＰｒｏ３６，ｄｅｓＰｒｏ３７エキセンジン－４（１－３９
）－ＮＨ２、
　ｄｅｓＰｒｏ３６エキセンジン－４（１－３９）、
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）、
　ｄｅｓＰｒｏ３６［ＩｓｏＡｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）、
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　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）、
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，ＩｓｏＡｓｐ２８］エキセンジン－（１－３９
）、
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）
、
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，ＩｓｏＡｓｐ２８］エキセンジン－４（１－
３９）、
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジ
ン－４（１－３９）、
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，ＩｓｏＡｓｐ２８］エキセ
ンジン－４（１－３９）；または
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）、
　ｄｅｓＰｒｏ３６［ＩｓｏＡｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）、
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）、
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，ＩｓｏＡｓｐ２８］エキセンジン－（１－３９
）、
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）
、
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，ＩｓｏＡｓｐ２８］エキセンジン－４（１－
３９）、
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジ
ン－４（１－３９）、
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，ＩｓｏＡｓｐ２８］エキ
センジン－４（１－３９）、
（ここで、基－Ｌｙｓ６－ＮＨ２が、エキセンジン－４誘導体のＣ－末端に結合していて
もよい）；
【００７５】
　または、以下の配列のエキセンジン－４誘導体：
　ｄｅｓＰｒｏ３６エキセンジン－４（１－３９）－Ｌｙｓ６－ＮＨ２（ＡＶＥ００１０
）、
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６［Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－
Ｌｙｓ６－ＮＨ２、
　ｄｅｓＡｓｐ２８Ｐｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８エキセンジン－４（１－３９）
－ＮＨ２、
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３８［Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（
１－３９）－ＮＨ２、
　Ｈ－Ａｓｎ－（Ｇｌｕ）５ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ａｓｐ２８］
エキセンジン－４（１－３９）－ＮＨ２、
　ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３
９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ２、
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ａｓｐ２８］エキセ
ンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ２、
　Ｈ－Ａｓｎ－（Ｇｌｕ）５－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ａｓｐ２８
］エキセンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ２、
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジ
ン－４（１－３９）－Ｌｙｓ６－ＮＨ２、
　Ｈ－ｄｅｓＡｓｐ２８Ｐｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｔｒｐ（Ｏ２）２５］エ
キセンジン－４（１－３９）－ＮＨ２、
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｔｒｐ（Ｏ２）２５
，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－ＮＨ２、
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　Ｈ－Ａｓｎ－（Ｇｌｕ）５－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｔｒｐ（Ｏ
２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－ＮＨ２、
　ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキ
センジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ２、
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｔｒｐ（Ｏ２）２５
，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ２、
　Ｈ－Ａｓｎ－（Ｇｌｕ）５－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｔｒｐ（Ｏ
２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ２、
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ａｓｐ２８］エキセンジン
－４（１－３９）－Ｌｙｓ６－ＮＨ２、
　ｄｅｓＭｅｔ（Ｏ）１４，Ａｓｐ２８Ｐｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８エキセンジ
ン－４（１－３９）－ＮＨ２、
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，
Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－ＮＨ２、
　Ｈ－Ａｓｎ－（Ｇｌｕ）５－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ
）１４，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－ＮＨ２；
　ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ａｓｐ２８］エキセ
ンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ２、
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，
Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ２、
　Ｈ－Ａｓｎ－（Ｇｌｕ）５ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ）
１４，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ２、
　Ｈ－Ｌｙｓ６－ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２
８］エキセンジン－４（１－３９）－Ｌｙｓ６－ＮＨ２、
　Ｈ－ｄｅｓＡｓｐ２８，Ｐｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ｔ
ｒｐ（Ｏ２）２５］エキセンジン－４（１－３９）－ＮＨ２、
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，
Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－ＮＨ２、
　Ｈ－Ａｓｎ－（Ｇｌｕ）５－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ
）１４，Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－ＮＨ２、
　ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ｔｒｐ（Ｏ２）２５
，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ２、
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，
Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（Ｓ１－３９）－（Ｌｙｓ）６－Ｎ
Ｈ２、
　Ｈ－Ａｓｎ－（Ｇｌｕ）５－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ
）１４，Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）
６－ＮＨ２；
または前述のいずれか１つのエキセンジン－４誘導体の薬学的に許容される塩もしくは溶
媒和化合物
から選択される。
【００７６】
　ホルモンは、たとえば、ゴナドトロピン（フォリトロピン、ルトロピン、コリオンゴナ
ドトロピン、メノトロピン）、ソマトロピン（ソマトロピン）、デスモプレシン、テルリ
プレシン、ゴナドレリン、トリプトレリン、ロイプロレリン、ブセレリン、ナファレリン
、ゴセレリンなどの、Ｒｏｔｅ　Ｌｉｓｔｅ、２００８年版、５０章に列挙されている脳
下垂体ホルモンまたは視床下部ホルモンまたは調節性活性ペプチドおよびそれらのアンタ
ゴニストである。
【００７７】
　多糖類としては、たとえば、グルコサミノグリカン、ヒアルロン酸、ヘパリン、低分子



(17) JP 2016-533213 A 2016.10.27

10

20

30

40

50

量ヘパリン、もしくは超低分子量ヘパリン、またはそれらの誘導体、または上述の多糖類
の硫酸化形態、たとえば、ポリ硫酸化形態、および／または、薬学的に許容されるそれら
の塩がある。ポリ硫酸化低分子量ヘパリンの薬学的に許容される塩の例としては、エノキ
サパリンナトリウムがある。
【００７８】
　抗体は、基本構造を共有する免疫グロブリンとしても知られている球状血漿タンパク質
（約１５０ｋＤａ）である。これらは、アミノ酸残基に付加された糖鎖を有するので、糖
タンパク質である。各抗体の基本的な機能単位は免疫グロブリン（Ｉｇ）単量体（１つの
Ｉｇ単位のみを含む）であり、分泌型抗体はまた、ＩｇＡなどの２つのＩｇ単位を有する
二量体、硬骨魚のＩｇＭのような４つのＩｇ単位を有する四量体、または哺乳動物のＩｇ
Ｍのように５つのＩｇ単位を有する五量体でもあり得る。
【００７９】
　Ｉｇ単量体は、４つのポリペプチド鎖、すなわち、システイン残基間のジスルフィド結
合によって結合された２つの同一の重鎖および２本の同一の軽鎖から構成される「Ｙ」字
型の分子である。それぞれの重鎖は約４４０アミノ酸長であり、それぞれの軽鎖は約２２
０アミノ酸長である。重鎖および軽鎖はそれぞれ、これらの折り畳み構造を安定化させる
鎖内ジスルフィド結合を含む。それぞれの鎖は、Ｉｇドメインと呼ばれる構造ドメインか
ら構成される。これらのドメインは約７０～１１０個のアミノ酸を含み、そのサイズおよ
び機能に基づいて異なるカテゴリー（たとえば、可変すなわちＶ、および定常すなわちＣ
）に分類される。これらは、２つのβシートが、保存されたシステインと他の荷電アミノ
酸との間の相互作用によって一緒に保持される「サンドイッチ」形状を作り出す特徴的な
免疫グロブリン折り畳み構造を有する。
【００８０】
　α、δ、ε、γおよびμで表される５種類の哺乳類Ｉｇ重鎖が存在する。存在する重鎖
の種類により抗体のアイソタイプが定義され、これらの鎖はそれぞれ、ＩｇＡ、ＩｇＤ、
ＩｇＥ、ＩｇＧおよびＩｇＭ抗体中に見出される。
【００８１】
　異なる重鎖はサイズおよび組成が異なり、αおよびγは約４５０個のアミノ酸を含み、
δは約５００個のアミノ酸を含み、μおよびεは約５５０個のアミノ酸を有する。各重鎖
は、２つの領域、すなわち定常領域（ＣＨ）と可変領域（ＶＨ）を有する。１つの種にお
いて、定常領域は、同じアイソタイプのすべての抗体で本質的に同一であるが、異なるア
イソタイプの抗体では異なる。重鎖γ、α、およびδは、３つのタンデム型のＩｇドメイ
ンと、可撓性を加えるためのヒンジ領域とから構成される定常領域を有し、重鎖μおよび
εは、４つの免疫グロブリン・ドメインから構成される定常領域を有する。重鎖の可変領
域は、異なるＢ細胞によって産生された抗体では異なるが、単一Ｂ細胞またはＢ細胞クロ
ーンによって産生された抗体すべてについては同じである。各重鎖の可変領域は、約１１
０アミノ酸長であり、単一のＩｇドメインから構成される。
【００８２】
　哺乳類では、λおよびκで表される２種類の免疫グロブリン軽鎖がある。軽鎖は２つの
連続するドメイン、すなわち１つの定常ドメイン（ＣＬ）および１つの可変ドメイン（Ｖ
Ｌ）を有する。軽鎖のおおよその長さは、２１１～２１７個のアミノ酸である。各抗体は
、常に同一である２本の軽鎖を有し、哺乳類の各抗体につき、軽鎖κまたはλの１つのタ
イプのみが存在する。
【００８３】
　すべての抗体の一般的な構造は非常に類似しているが、所与の抗体の固有の特性は、上
記で詳述したように、可変（Ｖ）領域によって決定される。より具体的には、各軽鎖（Ｖ
Ｌ）について３つおよび重鎖（ＨＶ）に３つの可変ループが、抗原との結合、すなわちそ
の抗原特異性に関与する。これらのループは、相補性決定領域（ＣＤＲ）と呼ばれる。Ｖ
ＨドメインおよびＶＬドメインの両方からのＣＤＲが抗原結合部位に寄与するので、最終
的な抗原特異性を決定するのは重鎖と軽鎖の組合せであり、どちらか単独ではない。
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【００８４】
　「抗体フラグメント」は、上記で定義した少なくとも１つの抗原結合フラグメントを含
み、そのフラグメントが由来する完全抗体と本質的に同じ機能および特異性を示す。パパ
インによる限定的なタンパク質消化は、Ｉｇプロトタイプを３つのフラグメントに切断す
る。１つの完全なＬ鎖および約半分のＨ鎖をそれぞれが含む２つの同一のアミノ末端フラ
グメントが、抗原結合フラグメント（Ｆａｂ）である。サイズが同等であるが、鎖間ジス
ルフィド結合を有する両方の重鎖の半分の位置でカルボキシル末端を含む第３のフラグメ
ントは、結晶可能なフラグメント（Ｆｃ）である。Ｆｃは、炭水化物、相補結合部位、お
よびＦｃＲ結合部位を含む。限定的なペプシン消化により、Ｆａｂ片とＨ－Ｈ鎖間ジスル
フィド結合を含むヒンジ領域の両方を含む単一のＦ（ａｂ’）２フラグメントが得られる
。Ｆ（ａｂ’）２は、抗原結合に対して二価である。Ｆ（ａｂ’）２のジスルフィド結合
は、Ｆａｂ’を得るために切断することができる。さらに、重鎖および軽鎖の可変領域は
、縮合して単鎖可変フラグメント（ｓｃＦｖ）を形成することもできる。
【００８５】
　薬学的に許容される塩は、たとえば、酸付加塩および塩基性塩である。酸付加塩として
は、たとえば、ＨＣｌまたはＨＢｒ塩がある。塩基性塩は、たとえば、アルカリまたはア
ルカリ土類、たとえば、Ｎａ＋、またはＫ＋、またはＣａ２＋から選択されるカチオン、
または、アンモニウムイオンＮ＋（Ｒ１）（Ｒ２）（Ｒ３）（Ｒ４）（式中、Ｒ１～Ｒ４
は互いに独立に：水素、場合により置換されたＣ１～Ｃ６アルキル基、場合により置換さ
れたＣ２～Ｃ６アルケニル基、場合により置換されたＣ６～Ｃ１０アリール基、または場
合により置換されたＣ６～Ｃ１０ヘテロアリール基を意味する）を有する塩である。薬学
的に許容される塩のさらなる例は、「Ｒｅｍｉｎｇｔｏｎ’ｓ　Ｐｈａｒｍａｃｅｕｔｉ
ｃａｌ　Ｓｃｉｅｎｃｅｓ」１７版、Ａｌｆｏｎｓｏ　Ｒ．Ｇｅｎｎａｒｏ（編）、Ｍａ
ｒｋ　Ｐｕｂｌｉｓｈｉｎｇ　Ｃｏｍｐａｎｙ、Ｅａｓｔｏｎ、Ｐａ．、Ｕ．Ｓ．Ａ．、
１９８５およびＥｎｃｙｃｌｏｐｅｄｉａ　ｏｆ　Ｐｈａｒｍａｃｅｕｔｉｃａｌ　Ｔｅ
ｃｈｎｏｌｏｇｙに記載されている。
【００８６】
　薬学的に許容される溶媒和物は、たとえば、水和物である。
【００８７】
　本発明の趣旨および範囲から逸脱することなく、本発明に様々な修正および変更を加え
ることができることが、当業者にはさらに明らかであろう。さらに、添付の特許請求の範
囲で使用されるあらゆる参照符号は、本発明の範囲を限定するものとして解釈すべきでな
いことに留意されたい。
【００８８】
　以下において、図面を参照しながら本発明の様々な実施形態を述べる。
【図面の簡単な説明】
【００８９】
【図１】初期構成にある注射デバイスの斜視図である。
【図２】他の眺めからの注射デバイスの斜視図である。
【図３】図１、２による注射デバイスの他の斜視図である。
【図４】セーフガード部材およびロッキング部材が取り外されている、注射デバイスの図
である。
【図５】注射針が伸長され、薬剤リザーバが投薬位置にある、注射デバイスの側面図であ
る。
【図６】用量投薬後の構成にある、注射デバイスの透視図である。
【図７】ロッキング部材を取り除いた後の、注射デバイスの初期構成の部分透視図である
。
【図８】薬剤リザーバが投薬位置にある、注射デバイスの図である。
【図９】リザーバピストンが、カートリッジの出口の方に向かって遠位方向に変位されて
いる、注射デバイスの図である。
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【図１０】後退装置が展開されている、注射デバイスの図である。
【図１１】注射デバイスの、駆動ピストンが第２の伸長位置にある構成の図である。
【図１２】駆動ピストンがない、図１１による注射デバイスの図である。
【図１３】駆動部材が圧力容器から延びる、正面から見た注射デバイスの図である。
【図１４】駆動部材および第１の伸長位置にある注射針の図である。
【図１５】駆動部材が初期位置にある、注射デバイスの図である。
【図１６】駆動部材が初期位置と第１の伸長位置との間に配置されている、注射デバイス
の図である。
【図１７】第１の伸長構成にある駆動部材の図である。
【図１８】駆動部材が第１の伸長位置にあるときの駆動部材と針ストッパの相互作用の図
である。
【図１９】針ストッパに係合している後退装置の図である。
【図２０】第２の伸長位置にある駆動部材の図である。
【図２１】ａは、初期構成にある２つのピストンを特徴とする薬剤リザーバの一代替実施
形態の図である。ｂは、投薬位置にある薬剤リザーバの図である。ｃは、液体薬剤投薬後
の薬剤リザーバの図である。ｄは、栓を除去した後の薬剤リザーバの図である。
【図２２】圧力インジケータが第１の構成にある、圧力容器の概略図である。
【図２３】圧力インジケータが第２の構成にある、圧力容器の概略図である。
【図２４】図２４ａは、用量投薬処置の終わりにおける薬剤リザーバと駆動ピストンとの
間における別法による結合の概略図である。図２４ｂは、駆動部材解放後の、図２４ａに
よる配置の図である。
【図２５】ａは、スロットルを用いた、圧力容器と駆動ユニットの駆動チャンバとの間の
流体連通の概略図である。ｂは、ピストンの変位経路にわたってリザーバピストンに加え
られる力または圧力を示す概略的な線図である。
【図２６】図２６ａは、追加の逆止め弁を用いた圧力容器と駆動チャンバの別法による流
体移送結合の図である。図２６ｂは、図２６ａによる構成によって得られる他の力－変位
線図である。
【発明を実施するための形態】
【００９０】
　図１を参照すると、注射デバイス１は、その様々な構成要素のための取り付けプラット
ホームとして働く平坦な形のベース１０を含む。注射デバイスは、変位可能な薬剤リザー
バ２０を含む。本実施形態では、薬剤リザーバ２０は、遠位出口２２が封止され、反対側
に位置する近位部分２１がリザーバ変位装置５０の駆動ユニット５３内に摺動自在に配置
される、剛性カートリッジを含む。
【００９１】
　さらに、注射デバイスは、ベース１０に固定される圧力容器４０を含む。薬剤リザーバ
２０のように、圧力容器４０の形状も管状または円筒形である。圧力容器４０は、典型的
には、一方端に栓４７を有し反対端にある変位可能な駆動ピストン４１を特徴とする円筒
形バレルを含む。バレル４４の内容積を封止する駆動ピストン４１は、バレル４４内をそ
の長手方向に沿って変位することができる。駆動ピストン４１は、針変位装置６０の駆動
部材６１に機械的に係合される、または直接連結される。
【００９２】
　図１に見られるように、注射針３０は、ベース１０の平面に実質的に垂直に延びる。針
変位装置６０が起動されると、針３０は、図１に示されるような初期位置から、注射針３
０の投薬端３２がベース１０の下側面１１を通り抜けて延びる図５に示されるような伸長
位置へと変位する。さらに、ベース１０には、バレル９１と、針変位装置６０から離れた
方に向く近位端に栓９５とを含む、後退装置９０が設けられる。バレル９１の反対端は、
解放部材９３に連結される変位可能なピストン９２によって封止される。解放部材９３は
、針ストッパ６３に動作可能に係合することができる。以下に説明するように、解放ピス
トンが変位されると、たとえば図６に示されるように、駆動部材６１の第２の伸長位置６
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１ｃへの変位を自由にするために、針ストッパ６３が解放位置６３ｂへと動かされる。
【００９３】
　次に、注射デバイス１の動作を説明する。図１～３に示されるような初期構成では、ロ
ッキング部材７０は、針変位装置６０に入る、またはそれを貫通して延びる。ロッキング
部材７０は、リング部分７１と、径方向外側に延びる軸部分７２とを含む。図３、４に示
されるように、軸部分は、貫通口６６を有する案内構造６５の対応する形状のスロット６
４の中を通って延びる。駆動部材６１は、投薬処置の間、貫通口６６内に入りその中を通
って伸長することができる。
【００９４】
　初期構成では、ロッキング部材７０の軸部分７２は案内構造６５の貫通口６６を横切っ
ており、それによって、駆動部材６１の長手方向、したがって軸方向２の変位が阻止され
る。この文脈において、軸方向とは、圧力容器４０の管状形状を参照し、その長手方向軸
を示す。様々な図面に見られるように、圧力容器４０、薬剤リザーバ２０および後退装置
９０は、互いに対して実質的に平行に配置される。
【００９５】
　しかしながら、圧力容器４０は、薬剤リザーバ２０および後退装置９０に空気圧式また
は液圧式に結合されるので、薬剤リザーバ２０および後退装置９０を圧力容器４０の長手
方向と比べて異なる向きに配置することもできる。この点で、本明細書で使用されるよう
な用語「軸方向」または「軸方向変位」は、一般的に、そうしたバレルが互いに対して平
行に向けられるべきではない場合でも、注射デバイスの異なる構成要素またはユニットの
一管状バレルに関する長手方向または長手方向変位を示す。
【００９６】
　案内構造６５は、ベース１０と一体に形成することができる。案内構造６５は、ベース
１０の上側平坦面１２から上方に延びる。圧力容器４０は、ベース１０の上側面１２から
上方に延びる第１のフレーム１３に固定される。同様に、やはりまた後退装置９０のバレ
ル９１も、バレル９１の外周を少なくとも部分的に囲繞する第２のフレームによって、ベ
ース１０上に固定される。図示されないが、注射デバイス１は、典型的には、ロッキング
部材のリング部分７１以外の注射デバイスの構成要素の大部分を覆う外側ハウジングを備
える。リング部分７１は、使用者によるその把持を可能にするために、ハウジングから外
に少なくとも部分的に延びる。たとえば図３に示されるような初期構成では、針変位装置
６０内へと延び貫通口６６を通るまたは横方向に横切るロッキング部材７０は、図４に別
に示されるようなセーフガード部材８０の上方に延びる軸部分８２に壊れやすいようにま
たはポジティブに連結される。
【００９７】
　軸部分８２は、ベース１０の対応する形状のオリフィスを通って延びる。軸部分８２は
、さらに、図２に示されるような初期構成においてベース１０の下側面１１に沿って延び
る把持タブ８１に連結される。セーフガード部材８０は、ベース１０の下側面１１に接着
によって連結させることができる。セーフガード部材８０は、ロッキング部材７０に連結
されるので、ロッキング部材７０の意図的でないまたは時期尚早な解放および引き抜きを
効果的に防ぐ。それに加えて、または別法として、セーフガード部材８０を、ベース１０
の下側面１１全体を覆う保護箔に連結またはそれと一体にしてもよい。図示されない保護
箔を除去するとき、ベース１０を、患者の皮膚部分にその下側面１１により取り付けるこ
とができる。
【００９８】
　セーフガード部材８０とロッキング部材７０の壊れやすい連結の代わりに、セーフガー
ド部材８０とロッキング部材７０をポジティブに係合することも考えられる。図示されな
いが、ロッキング部材７０の軸部分７２の自由端が、セーフガード部材８０の上を指して
いる軸部分８２を受けるオリフィスを含むことが考えられる。このように、垂直方向、す
なわちベース１０の平面に垂直な方向にセーフガード部材８０を簡単に引き抜くことがで
き、それによってロッキング部材７０が自由になる。
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【００９９】
　セーフガード部材８０を除去した後、図４に示されるように、ロッキング部材７０を引
き抜いて貫通口６６から取り除き、針変位装置６０のスロット６４から出す。ロッキング
部材７０を除去することによって、たとえば図７～１０に示されるように、駆動部材６１
は、たとえば図１５に示されるような初期位置６１ａから、たとえば図７～１０および図
１７に示されるような第１の伸長位置６１ｂへと変位可能になる。駆動部材６１のさらな
る軸方向の遠位方向変位は、案内構造６５の側面部分に入りそれを貫通して延びる針スト
ッパ６３によって阻止される。針ストッパ６３は、図１８、１９に別に示されている。針
ストッパ６３は、Ｔ字形構造を含み、図１８に示されるようなストップ位置６３ａにおい
て案内構造６５の貫通口６６に入りそれを貫通して延びるロッキングピン６７を有する。
図１８に示されるようなストップ位置６３ａでは、ロッキングピン６７の自由端は、駆動
部材６１の摺動ブロックガイド部分６２ａに係合し当接する。
【０１００】
　このように、針ストッパ６３は、圧力容器４０内に配置される加圧流体２４の膨張の作
用を受けて駆動部材６１がさらに軸方向に変位するのを制限する。駆動部材６１が第２の
伸長位置６１ｃへとさらに変位するには、針ストッパ６３が図１８に示されるようなスト
ップ位置６３ａから図１９に示されるような解放位置６３ｂへと変位される必要がある。
その後、針ストッパ６３は、駆動部材６１を自由にし、それによって、駆動部材６１は、
図２０に示されるような第２の伸長位置に達するまで、加圧流体２４の膨張の作用を受け
て軸方向２にさらに変位される。
【０１０１】
　さらに図２０に示されるように、ベース１０上には、さらに、駆動部材６１が第２の伸
長位置６１ｂに達したときに駆動部材６１を受け、機械的に支持する、支持体１００があ
る。支持体は、ベースの上側面１２に延び、ベース１０の側面と同一平面上にある。さら
に、支持体１００は、軸方向に伸長された駆動部材６１を受けて支持する、湾曲したまた
は半円形の支持面１０１を含む。このように、支持体１００は、圧力容器４０のバレル４
４に対して駆動部材６１および／または駆動ピストン４１が傾かないようにする働きをす
る。
【０１０２】
　駆動部材６１が初めに初期位置６１ａから第１の伸長位置６１ｂへと変位されるとき、
駆動部材６１と注射針３０との間の動作可能な係合により、注射針３０は、伸長位置３０
ｂの方へと変位される。図１４に詳細に示されるように、ベース１０の平面に対して実質
的に垂直に延びる注射針３０は、ベース１０の平面に対して実質的に平行に延びる針タペ
ット３１にしっかりと連結される。駆動部材６１は、注射針３０が中を通って延びる垂直
スロット６８を含む。垂直スロット６８は、実質的に、駆動部材６１の延長部全体にわた
って、したがって、軸方向２に延びる。このように、加圧流体により駆動される駆動部材
６１の変位は、注射針３０の位置に直接関係しない。
【０１０３】
　駆動部材６１は、第１のセクション６２ａと第２のセクション６２ｂとを有する摺動ブ
ロックガイド部分６２をさらに含む。第１および第２のセクション６２ａ、６２ｂは、軸
方向に分かれている。したがって、第１および第２のセクション６２ａ、６２ｂは、軸方
向にオフセットしている。第１および第２のセクション６２ａ、６２ｂは、軸方向２に対
して、したがって駆動部材６１の長手方向または駆動部材６１の変位方向に対して、ある
角度に延びる。針タペット３１が初めにその中に案内される摺動ブロックガイド部分６２
の第１のセクション６２ａは、駆動部材６１の底部部分から、軸方向から見て駆動部材６
１の上方部分に向かって延びる。したがって、駆動部材６１が初期位置６１ａから第１の
伸長位置６１ｂへと変位されると、針タペット３１は、下方向、すなわちベース１０に向
かって変位させられる。
【０１０４】
　針タペット３１が垂直方向に変位されると、やはりまた注射針もそれぞれの下方向に変
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位させられ、伸長位置に達する。駆動部材６１は、駆動部材６１の自由端から摺動ブロッ
クガイド部分６２の第１のセクション６２ａ内へと延びる水平スロット６９をさらに含む
。
【０１０５】
　この溝形の水平スロット６９は、具体的には、駆動部材６１が初期位置６１ａから第１
の伸長位置６１ｂへと変位されるときに針ストッパ６３のロッキングピン６７を受けるよ
うに適用される。このように、針ストッパ６３のロッキングピン６７は、駆動部材６１の
軸方向変位を制限するために、摺動ブロックガイド部分６２に当接し係合することができ
る。典型的には、摺動ブロックガイド部分６２および針ストッパ６３は、針３０が伸長位
置３０ｂに達したときに加圧液体誘起による駆動部材６１の軸方向変位が丁度止まるよう
に、設計され配置される（ｐｏｓｉｔｉｏｎｅｄ）。
【０１０６】
　たとえば図１、図２に示されるように、注射針３０は、案内構造６５の近位側壁とベー
ス１０に固定的に取り付けられる固定プレート７４との間に軸方向に挟まれる。このよう
に、注射針３０は、針タペット３１とともに、ベース１０に対して軸方向に拘束される。
このように、駆動部材６１の軸方向変位は、注射針３０に伝えられない。
【０１０７】
　貫通口６６の幾何形状および駆動部材６１の外輪郭からさらに明らかになるように、駆
動部材６１は、貫通口６６内に回転可能に固定される。具体的には、貫通口は、駆動部材
６１の十字様断面に嵌合する十字様断面を含む。このように、駆動部材６１のその長手方
向軸周りの回転は、効果的に阻止される。
【０１０８】
　駆動部材６１の軸方向変位は、圧力容器４０のバレル４４を軸方向遠位方向２に封止す
る駆動ピストン４１の対応する軸方向変位によって得られる。たとえば図７～１０に示さ
れるように、駆動ピストン４１は、駆動部材６１に直接連結される。駆動部材６１と、バ
レル４４の流体密封止をもたらす封止部材だけを装備するまたは備える駆動ピストン４１
を一体に形成することも考えられる。ロッキング部材７０の除去のとき、駆動ピストン４
１は、初期位置４１ａから図７～１０に示されるような第１の伸長位置へと駆動される。
【０１０９】
　駆動ピストン４１は、第１の伸長位置４１ｂにおいて、圧力容器４０のバレル４４の側
壁に設けられた第１の出口４２を少なくとも部分的に自由にする。図６に点線で示される
ように、第１の出口４２は、ベース１０内またはその上に設けられた第１のチャネル１５
と流体連通する。チャネル１５は、駆動ユニット５３の方に向かっておよび／またはその
中へと延びる。さらにたとえば図６、７に示されるように、第１のチャネル１５は、駆動
チャンバ５４の入口５７と流体連通する。
【０１１０】
　駆動ピストン４１が第１の伸長位置４１ｂに達すると、駆動チャンバ５４は、圧力容器
４０の内容積と流体連通し、したがって、膨張する加圧流体２４に曝されることになる。
駆動チャンバ５４の入口５７は、駆動ユニット５３の近位底部部分５８に設けられる。駆
動チャンバ５４は、軸方向遠位方向２に向かって開いているが薬剤リザーバ２０の近位部
分２１によって封止される。流体圧力が駆動チャンバ５４に加えられるとき、リザーバピ
ストン２３および薬剤リザーバ２０自体が、リザーバ変位装置５０のストップ部材５１の
方に向かって遠位方向に変位されるようになる。
【０１１１】
　薬剤リザーバ２０全体の初期位置２０ａから投薬位置２０ｂへの変位は、図７と図８を
比較することから明らかになる。図８に示されるような遠位変位位置２０ｂに達すると、
尖った穿孔部材５５が、典型的には穿孔可能セプタムを含む薬剤リザーバ２０の遠位出口
２２に貫入してそれを穿孔し、それによって薬剤リザーバ２０の内容積へのアクセスが得
られる。初期位置２０ａと投薬位置２０ｂとの間の変位は、さらに、ストップ部材５１と
駆動ユニット５３との間に軸方向に配置される案内部材５２によって支持され、案内され
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る。案内部材５２は、薬剤リザーバ２０がその中に径方向に支持され案内される貫通口を
含む。
【０１１２】
　薬剤リザーバ２０から離れた方に向く穿孔部材５５の反対端は、たとえば図２に示され
るようなたとえば可撓性チューブ３３を介して注射針３０と流体連通する。注射針３０と
穿孔部材５５との間の流体連通を確立するのに可撓性チューブ３３を用いることは、穿孔
部材５５はベース１０上にまたはそれに対して不動的に固定され、一方、注射針３０は後
退位置３０ａと伸長位置３０ｂとの間でベースに対して変位することができる、という点
で有利である。
【０１１３】
　薬剤リザーバ２０は、投薬位置２０ｂに達すると、注射針３０と流体連通し、投薬処置
が開始される。液体薬剤の送達または投薬のためにさらに行わなければならないことは何
もない。典型的には、圧力容器４０と駆動チャンバ５４との間の流路内には、たとえば図
６に示されるような少なくとも１つのスロットル４６が設けられる。その点で、スロット
ル４６は、圧力容器４０の第１の出口４２と駆動ユニット５３の入口５７を相互連結する
第１のチャネル１５内に設けられる。スロットル４６によって、加圧流体２４の駆動チャ
ンバ５４への比較的連続的かつ一定した流入が提供される。圧力容器４０がたとえば加圧
ガスの形態であるたとえば高圧流体の形態の比較的大きなエネルギー源に相当することか
らして、スロットル４６は、駆動チャンバ５４への流入を制限する働きをする。
【０１１４】
　このように、駆動チャンバ５４内において比較的一定かつ明確な流入およびそれぞれに
上昇する流体圧力が確立される。薬剤リザーバ２０、具体的にはその遠位出口２２は、封
止されているので、薬剤リザーバ２０は、初期位置２０ａにある間、近位部分２１に加え
られるあらゆる圧力によってベース１０に対して遠位方向に変位される。薬剤リザーバ２
０がストップ部材５１に当接するやいなや薬剤リザーバ２０と注射針３０との間における
液体移送流体連通が確立されるとすぐに、駆動チャンバ５４内の流体圧力が所与の閾値を
上回って上昇することからして、薬剤リザーバ２０の近位部分２１を封止するリザーバピ
ストン２３が薬剤リザーバ２０のバレルに対して遠位方向に変位されるようになる。
【０１１５】
　液体薬剤の投薬速度または流束は、スロットル４６の設計およびタイプ、ならびに圧力
容器４０内にもたらされる加圧流体２４のタイプ、量および圧力によって支配され、制御
される。
【０１１６】
　別個のスロットル４６の代わりにまたはそれに加えて、第１の出口４２または入口５７
の少なくとも一方が、たとえば加圧流体２４が中を流れることができる比較的小さいチャ
ネル構造または直径を有することによって、それぞれの絞り機能をもたらすことも考えら
れる。一般的に、圧力容器４０と駆動ユニット５３および／または駆動チャンバ５４との
間の流路の流れ抵抗は、明確な絞り機能が加圧流体に対してもたらされるように、設計さ
れ実施されることが考えられる。
【０１１７】
　さらに、圧力容器４０と駆動チャンバ５４との間の流路の流れ抵抗は、図２５ａに概略
的に示されている。加圧流体２４の駆動チャンバ５４への流入が比較的一定であり、リザ
ーバピストン２３と薬剤リザーバ２０の内壁との間の摩擦がリザーバピストン２３の変位
経路にわたって実質的に一定であると仮定すると、図２５ｂに示されるような力変位線図
になる。領域ａでは、駆動チャンバ５４内の圧力は、薬剤送達の初期段階で、比較的低い
値から閾値ｐ１まで上昇する。駆動チャンバ５４内の圧力が第１の閾圧力ｐ１よりも低い
うちは、リザーバピストン２３は動かない。したがって、第１の圧力閾値ｐ１は、リザー
バピストン２３と薬剤リザーバ２０との間の摩擦、薬剤２５の粘性、ならびに薬剤リザー
バの下流であるたとえば可撓性チューブ３３内および注射針３０内の流れ抵抗を特徴とす
る。
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【０１１８】
　駆動チャンバ５４内で圧力レベルｐ１が達成されるとすぐに、リザーバピストン２３が
、加圧流体２４のさらなる流入によって遠位方向に移動し始める。線図のセクションｂで
は、リザーバピストン２３は、遠位方向にほぼ一定に動かされる。領域ｃでは、リザーバ
ピストン２３は、たとえば薬剤リザーバ２０の製作公差から生じることがあるたとえば局
所的に増加した摩擦力により、ほんの一時的に止まるまたは遅くなる。その結果、上がり
傾き（ｒｉｓｉｎｇ　ｓｌｏｐｅ）ｇによって示されるように、リザーバピストン２３を
動かす力、したがって前記力に比例する圧力は、リザーバピストン２３が下がり傾き（ｆ
ａｌｌｉｎｇ　ｓｌｏｐｅ）ｈによって示されるようなさらなる遠位方向に動かされるま
で上昇する。
【０１１９】
　したがって、製作公差または幾何公差により、リザーバピストン２３の変位速度は変動
することがある。しかしながら、加圧流体２４は圧縮可能であり、駆動チャンバ５４への
加圧流体２４の流入は実質的に一定であるので、投薬実行中のリザーバピストン２３の平
均変位速度は、多種多様の薬剤リザーバ２０について、実質的に一定となる。さらに図２
５ｂに示されるように、リザーバピストン２３の遠位方向変位は、リザーバピストン２３
が薬剤リザーバ２０の遠位端に衝突するまで、さらなる領域ｄにわたって続く。領域ｅに
おいて、リザーバピストン２３は遠位方向にこれ以上動くことができないので、圧力は、
上がり傾きｊによって示されるような最大圧力ｐ最大まで上昇する。
【０１２０】
　図２６ａ、２６ｂには、圧力容器４０と駆動チャンバ５４との間の流路が、スロットル
４６だけでなくたとえば逆止め弁の形態の感圧弁３６も含む、一代替実施形態が示されて
いる。この実施形態では、感圧弁３６は、実質的に、リザーバピストン２３が移動し始め
る閾圧力ｐ１よりも少しだけ小さい所定流体圧力ｐ０未満で開く。感圧弁３６によって、
領域ａの初期圧力上昇を制限するスロットル４６は、矢印ｆで示されるように速められる
。低圧領域においてスロットル４６を迂回することによって、加圧流体２４による駆動チ
ャンバ５４のフラッシュが加速され、それによって、駆動チャンバ５４と圧力容器４０と
の間の流体連通が確立された直後に、リザーバピストン２３の変位、したがって薬剤送達
が開始可能になる。
【０１２１】
　さらに、駆動チャンバ５４内の流体圧力の比較的迅速な初めの立ち上がりをもたらすこ
とによって、それぞれの駆動運動量（ｄｒｉｖｉｎｇ　ｍｏｍｅｎｔｕｍ）が、薬剤リザ
ーバ２０に及ぼされるようになる。結果的に、薬剤リザーバ２０は、明確な速度でストッ
プ部材５１の方に向かって変位されて衝突し、それによって薬剤リザーバ２０と穿孔部材
５５との間の比較的迅速かつ無駄のない（ｌｏｓｓ　ｌｅｓｓ）な流体連通が確立可能に
なる。
【０１２２】
　リザーバピストン２３によって薬剤容器２０から液体薬剤がほぼ完全に排出される内容
物終了構成が達成されると、駆動チャンバ５４の底部部分５８にある放出出口５６が開く
。たとえば図７～９に示されるような初期構成では、前記放出出口５６は閉じられ、着脱
可能栓５９によって封止されている。図１０に示されるような構成では、栓５９は、駆動
チャンバ５４内へと軸方向に変位され、それによって放出出口５６は自由になる。さらに
図６に示されるように、放出出口５６は、後退装置９０の、具体的には図６に示されるよ
うなバレル９１の入口９４と流体連通する。
【０１２３】
　放出出口５６と入口９４との間の流体連通は、ベース１０内またはその上に設けられる
第２のチャネル１６によってもたらされる。栓５９の除去によって、駆動チャンバ５４に
含まれる加圧流体２４は、解放されて後退装置のバレル９１に入り、それによって解放ピ
ストン９２が遠位方向３に変位される。図６に示され、図９と図１０を比較することによ
り明らかになるように、解放ピストン９２の軸方向変位によって、三角形の斜め滑り面９
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６を有する解放部材９３が軸方向に押されて針ストッパに係合する。したがって、Ｔ字形
針ストッパは、解放ピストン９２の軸方向変位によって径方向に変位され、駆動部材６１
の水平スロット６９の外に出る。
【０１２４】
　その結果、駆動部材６１の水平スロット６９から針ストッパ６３が除かれた後、駆動部
材６１は、さらに、第１の伸長位置６１ｂから、図２０に示されるような第２の伸長位置
６１ｃへと変位される。図１９において、また図１４と図１９を比較すると、後退装置９
０の動作を受けた針ストッパ６３の径方向または水平方向の変位が示されている。その結
果、さらなる加圧流体２４によって駆動部材６１が駆動されて第２の伸長位置６１ｃまで
軸方向に変位される間、針タペット３１は、駆動部材６１の摺動ブロックガイド部分６２
の第２のセクション６２ｂに案内される。第２のセクション６２ｂは、異なる、具体的に
は第１のセクション６２ａと比べて反対の傾斜を特徴とするので、針タペット３１、した
がって注射針３０は、上方に変位させられる。したがって、注射針３０は、伸長位置３０
ｂから図２０に示されるような後退位置３０ａへと変位される。
【０１２５】
　それと同時に、駆動ピストン４１が、図２０に示されるように第２の伸長位置４１ｃへ
と変位される。その後、駆動ピストン４１は、遠位終了位置に達する。図６、２０からさ
らに明らかになるように、駆動部材６１が第２の伸長位置６１ｃにあるとき、駆動部材６
１の遠位端は、注射デバイス１のベース１０したがって図示されないハウジングから突出
する。このように、注射プロセスが終了したことを示す視覚的および触感的または触覚的
なフィードバックが使用者にもたらされる。
【０１２６】
　視覚的もしくは触覚的なフィードバック機能に加えて、またはその代わりに、圧力容器
４０、具体的にはそのバレル４４は、たとえば図１２に示されるような第２の出口４３を
含む。図１２では、駆動ピストン４１および駆動部材６１は消されている。第２の出口４
３は、図６に破線で示されるように、第３のチャネル１７を介して信号発生器４５と流体
連通する。過剰な加圧流体２４は、第３のチャネル１７、さらには、典型的にはホイッス
ルまたは同様の音響信号発生手段として設計される信号発生器４５を介して、環境に逃が
される。信号発生器４５の出口開口部は、図５に示されている。信号発生器４５および第
３のチャネル１７は、ベース１０に組み入れることができる。典型的には、ベース１０は
、射出成形プラスチック構成要素として製造される。このように、製造業者は、第１、第
２または第３のチャネル１５、１６、１７のうちの少なくとも１つまたはいくつか、およ
び音響信号発生器４５を、ほとんどコスト中立的に、簡単に組み入れることができる。
【０１２７】
　第２の出口４３は、投薬処置の終わりに駆動ピストン４１が第２の伸長位置４１ｃに達
するとすぐに自由にされる。このように、注射プロセスの終わりを示す音響信号がもたら
されるだけでなく、注射デバイスは実質的に無圧になる。これは、注射デバイス１の処分
または再生利用について特に有効である。
【０１２８】
　典型的には、注射デバイス１は、注射後に全部が処分されなければならない使い捨てデ
バイスとして設計される。
【０１２９】
　駆動チャンバ５４の放出出口５６から栓５９を取り除くために、前記栓５９にリザーバ
ピストン２３を機械的に連結することが考えられる。たとえば、リザーバピストン２３は
、ロープまたは力を伝える同様の手段を介して栓５９に連結される。リザーバピストン２
３が遠位終了位置に近づくとき、リザーバピストン２３によってロープがぴんと張られ始
め、それによって放出出口５６から栓５９が引き抜かれ始める。一連の図２１ａ～２１ｄ
には、カートリッジの形態の薬剤リザーバ２０が、２本のピストンである、遠位リザーバ
ピストン２３と、追加の圧力受容（ｒｅｃｅｉｖｉｎｇ）ピストン２６とを含む、一代替
実施形態が示されている。圧力受容ピストン２６は、可撓性ロープ２７介して栓５９に機
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械的に係合される。
【０１３０】
　図２１ａに示されるような初期構成では、薬剤リザーバ２０は、初期位置２０ａにある
。図２１ｂでは、駆動チャンバ５４内の圧力は増加してきている。その結果、薬剤リザー
バ２０は、ストップ部材５１に衝突して係合するまで、遠位または投薬方向３に変位され
る。図２１ｃは、薬剤送達の間の構成を表している。ピストン２３とピストン２６との間
の中間空間２８には、典型的には、たとえばガスのような圧縮性物質が充填される。リザ
ーバピストン２３が薬剤リザーバ２０に対して変位可能な限り、圧力受容ピストン２６に
作用する圧力は、中間空間２８内の圧縮性物質を介してリザーバピストン２３に伝えられ
る。
【０１３１】
　しかしながら、図２１ｃに示されるような内容物終了構成が達成されると、リザーバピ
ストン２３は、遠位または投薬方向３にそれ以上動くことができなくなる。この構成では
、ロープ２７は、まだぴんと張られない。中間空間２８内の圧縮性物質が引き続き圧縮さ
れるとき、ようやく圧力受容ピストン２６はリザーバピストン２３に対して変位される。
その結果、図２１ｄに示されるように、ロープ２７は、ぴんと張られ、放出出口５６から
栓５９が除去される。
【０１３２】
　図示の実施形態の代わりに、圧力容器４０と駆動チャンバ５４との間の流路内に他の逆
止め弁を実装することも考えられる。この逆止め弁は、流路内の圧力が最大閾値を上回っ
て上昇するときに放出出口を開けるように適用されるという意味において動作することが
できる。そうした逆止め弁が開放されることによって、圧力容器４０の加圧流体２４は、
後退装置９０のバレル９１内へとすぐに向け直される。
【０１３３】
　図２４ａ、２４ｂには、後退装置９０を確立する、他の実施形態または構成が概略的に
示されている。ここで、リザーバ変位装置５０のストップ部材５１は、薬剤リザーバ２０
の遠位出口２２とストップ部材５１の近位側部との間に配置される屈曲部材３４を含む。
屈曲部材３４は、薬剤送達の間、初期構成の比較的平坦な形状を特徴とし、さらに、針ス
トッパ６３に関連して上述したのと同様の方法で駆動部材６１に軸方向に係合する端部部
分３５を有する。
【０１３４】
　ここで、屈曲部材３４の端部部分３５は、駆動部材６１を第１の伸長位置６１ｂに保っ
ておくための、駆動部材６１についての軸方向止め具として働く。薬剤リザーバ２０に作
用する圧力が投薬または薬物送達処置の終わりにおいて絶えず上昇するにつれて、屈曲部
材３４は、上昇する圧力の作用を受けて変形し始める。図２４ｂに示されるように、屈曲
部材３４’は、曲がった幾何形状になっていき、それによって、屈曲部材３４の端部部分
３５は、屈曲部材３４と駆動部材６１との間の軸方向の当接が終わるように、変位される
。屈曲部材３４の機械的な変形により、駆動部材６１は、自由になり、図２４ｂに示され
るように、第２の伸長位置６１ｃの方へとさらに変位される。
【０１３５】
　さらに、図２２、２３に示されるように、圧力容器４０は、圧力ディスプレイ４８を含
む、またはそれに結合することができる。圧力ディスプレイ４８は、窓４９を含み、ばね
要素３９の作用に抗して圧力インジケータ３８がその窓内において変位することができる
。圧力インジケータ３８は、圧力容器４０内の流体圧力が投薬処置の実施に十分であるか
を視覚的に示す、少なくとも２つの異なる圧力標示セクション３８ａ、３８ｂを含む。圧
力標示セクション３８ａ、３８ｂは、ばね要素３９の変位方向に互いに隣り合うように配
置される。圧力インジケータ３８は、圧力容器４０内に含まれる加圧流体２４と流体連通
する。
【０１３６】
　加圧流体２４の圧力が比較的低い場合、ばね要素３９は、図２２に示されるようにある
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程度まで伸びる。その結果、比較的低い圧力を示す圧力標示セクション３８ａが圧力ディ
スプレイ４８の窓４９内に目に見えるように現れる。圧力が十分に高い場合、ばね要素３
９は、図２３に示されるように圧縮される。その結果、窓４９に異なる圧力標示セクショ
ン３８ｂが現れ、それによって、加圧流体２４の圧力が投薬または注射処置の実施に十分
に高いことが示される。
【０１３７】
　本注射デバイス１の場合、機械的に変位可能な最低限の構成要素しか含まないこと、ま
た、従来の標準的なカートリッジを薬剤リザーバ２０として使用することができることが
特に利点である。注射デバイスに弁がないにもかかわらず、明確かつ自動的な順序で、注
射針の変位、薬剤リザーバの変位、薬剤送達、注射針の後退、および、薬剤送達の終了に
ついての視覚的、触覚的または可聴的な最終標示がもたらされる。この文脈において、実
質的に弁がないとは、注射プロセスにおいて次の工程をトリガするために使用者が弁を動
作する必要がない構成を意味する。
【符号の説明】
【０１３８】
　１　注射デバイス
　２　軸方向
　３　投薬方向
　１０　ベース
　１１　下側面
　１２　上側面
　１３　フレーム
　１４　フレーム
　１５　チャネル
　１６　チャネル
　１７　チャネル
　２０　薬剤リザーバ
　２０ａ　初期位置
　２０ｂ　投薬位置
　２１　近位部分
　２２　遠位出口
　２３　リザーバピストン
　２４　加圧流体
　２５　薬剤
　２６　圧力受容ピストン
　２７　ロープ
　２８　中間空間
　３０　注射針
　３０ａ　後退位置
　３０ｂ　伸長位置
　３１　針タペット
　３２　投薬端
　３３　可撓性チューブ
　３４　屈曲部材
　３５　端部部分
　３６　感圧弁
　３８　圧力インジケータ
　３８ａ　インジケータセクション
　３８ｂ　インジケータセクション
　３９　ばね要素
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　４０　圧力容器
　４１　駆動ピストン
　４１ａ　初期位置
　４１ｂ　伸長位置
　４１ｃ　伸長位置
　４２　出口
　４３　出口
　４４　バレル
　４５　信号発生器
　４６　スロットル
　４７　栓
　４８　圧力ディスプレイ
　４９　窓
　５０　リザーバ変位装置
　５１　ストップ部材
　５２　案内部材
　５３　駆動ユニット
　５４　駆動チャンバ
　５５　穿孔部材
　５６　放出出口
　５７　入口
　５８　底部部分
　５９　栓
　６０　針変位装置
　６１　駆動部材
　６１ａ　初期位置
　６１ｂ　伸長位置
　６１ｃ　伸長位置
　６２　摺動ブロックガイド部分
　６２ａ　第１のセクション
　６２ｂ　第２のセクション
　６３　針ストッパ
　６３ａ　ストップ位置
　６３ｂ　解放位置
　６４　スロット
　６５　案内構造
　６６　貫通口
　６７　ロッキングピン
　６８　垂直スロット
　６９　水平スロット
　７０　ロッキング部材
　７１　リング部分
　７２　軸部分
　７４　固定プレート
　８０　セーフガード部材
　８１　把持タブ
　８２　軸部分
　９０　後退装置
　９１　バレル
　９２　解放ピストン
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　９３　解放部材
　９４　入口
　９５　栓
　９６　滑り面
　１００　支持体
　１０１　支持面

【図１】

【図２】

【図３】
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